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ンVSushmitaMitra助教授(イ ン ド統 計 研 究所 、 イ ン ド)の 短 期 招 請 につ い て
理工学部教授 林 陽一
1999年度、明治大学国際交流基金に短期招聰外 国人研究者 として、スシュミタ ・ミ トラ
助教授 をお招 きするこ とが出来ま した。 そのプ ログラムの研 究、教育上の効果 について、
ご報告 申し上げます。
まず、 ミ トラ助教授 の来 日の経緯 について。
ミ トラ助教授 は1990年頃、私の肝胆道系疾患をファジィニューラルネ ッ トワークで診断す
る論文 を読んで、その医学デー タを頂けないか と言 ってきま した。私はす ぐ了解 して、彼
女に536人分の肝胆道系疾患のデータをフロッピーデ ィスクで送 りま した。その時彼女は
まだ、大学院修士課程 をでたばか りのプログラマーで した。
彼女の上司だったSankarK.Pa1教授(現 、イン ド統計研究所 、特別サイエ ンティス ト、
MachineIntelligenceUnitの所長 、IEEEFellow(米国電気電子技術者協会、会員数30
万人以上)は 若い ミ トラ女史を"10年に1度 でるか どうかの秀才"と 直感 し、プログラマ
ーの身分 のまま、パ ター ン認識、 ファジィ理論、ニュー ラル ネ ッ トワー クの研究 に従事 さ
せま した。
結果 はす ぐにでま した。SankarK.Pal教授 と共著の論文がIEEETrans.OnNeural
Networksに掲載 され、1994年にはIEEEから最優秀論文 賞を勝ち取ったのです。
私は1994年に九州飯塚市で開催 されたIIZUKA'94国際会議で彼女に初めて出会いま し
た。1995年、イン ド統計研究所は ミ トラ女史の業績を認 め、コン ピュー タ科学の分野で論
文博士 を与 えると共に助教授に昇格 させ ま した。
そもそ も、イ ン ド統 計研究所 とは何か?と 思われ る方 もお られ ると思います。大学学部
時代 に数理統計学の授 業でマハラノ ビスの距離 とい う単語が 出てきた経験 をお持 ちではな
いで しょうか?そ うなのです。実はこの研究者はマハ ラノビス博士が1931年12A17日に
創設 した研究所で、1959年にイ ン ドの国立研究所 として認め られま した。SANKHYAとい
う名前の学術論文誌 をご存知のかた もいるか と思います,、これ は、数理統計学では権威 あ
る国際的な学術雑誌 で、イン ドのRao－族が続々 とこの論文誌に歴史的な論文 を発表 した
のです。
その恩恵を預かって 日本は統計的品質管理 を全国的 に展 開 し、統計的品質管理の数学理
論 を続 々 と輩 出 しま した。一時は、その緻密 な高品質管理活動に よって、欧米 を車 などの
耐久消費財 が凌駕 した黄金時代 もあ りま したが…。 ちなみ に、私の書類 上の大学院博士課
程の指導教官(主 査)は 統計的品質管理 の世界的権威である朝香鐵一 東京大学名誉教授
で した。
私 の乏 しい世界史の記憶 をた どる と、イ ン ドとは間接的 に一時、敵国だ った時代があ る
はず です。すなわち、インパール作戦がそれ であ ります。
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私が1990-1991年、米国アラバマ州 立大学理学部 コンピュー タ ・情報科学科 の客員教授
の時、大 学院生た ちの 日本製品好 きは熱狂的で した。 日本に帰国す る とき、ムー ビングセ
ールを した ら車(ト ヨタ製カム リ、80000km走行)を 含 めた殆 どすべてをイ ン ド人の大学
院生が喜んで買って くれ ま した。 中でも、アラバマ州 立大学理学部 コン ピュー タ ・情報科
学科のKevinDRe沮y教授 に師事 していたKurishnamraju君は 日本に行 って研究 したい
と言い出 し、結局、文部省 の奨学金(月18万 円)を 得て、茨城大学で私の指導の下、多数
の論文 を書 き、アラバマ州 立大学理学部 コンピュー タ ・情報科学科 のChairmanである
WarrenTJones教授 はなん と、米国でニューラルネ ッ トワーク、 ファジィ理論、遺伝 的
アル ゴ リズ ム を組 み合 わせ た エ キス パ ー トシス テ ム に 関す る博 士 論 文 を受 理 し、
Kurishnamraju君にPh.D.を与 えたので した。
話 しを元に戻 しましょう。SushmitaMitra助教授は植物学の博 士号 をもっ母 と娘(3歳)
を連れて成 田に到着す る数 日前、カルカ ッタか らシンガポールの便が予定通 り予約 できず、
シンガポール を夜 、出発 して、成田に朝7:30頃到着す る との電子メール 、私 と家内は大慌
てで、朝4時30分 に起 き成 田に出迎えま した。
共同研 究する本人の 日本への入 国査証はそれ ほど困難はなかったのですが、実母 と娘 の
入国査証 を合理的 にかっ一発 で取 らせるため、国際交流センター(小 亀 さん など)の 協力
を得なが ら、私は迅速にA4で12頁 にもなる申請願い書を在イン ド大使館カルカ ッタ領事
館宛 に書類を作って、まず、FAXし、次 に原本をFedEXで送付 しま した。実は少 し書類
の ミス(娘 の名前が不完全)が あったのです が、明治大学の名前が物 を言 ったのか、イ ン
ド統計研究所の威力か ミスは指摘 されませんで した。
実は私 には1991年ポーラン ドの署名 な研究者、故ErnestCzogala教授(52歳、交通事
故で死亡、学術論文数350編)を 日本に招聰 した とき、外務省 の東欧課 とい うセ クション
と交渉 した事があったのです。 この時な どは、なん と茨城大学長の招聰状でな く、茨城 大
学文部教 官助教授 林 陽一の招聰で 日本への入国査証 は取れ たのです。 この 当時の東欧、
イン ド、中国等か ら、一教官が入国査証の申請を助 けるな ど無理 ではないか と考 える先生
方 もお られて、教授会で私 に、"東欧の研究者に入国査証が出るのは確 かですか?"等 とい
う質問まででま した。
私は落 ち着いて"外 務省 の東欧課 と十分協議 したので全 く問題ない"と 答 えま した。
Mitra助教授は1999年5A20日、27日、6月10日 にニュー ロコン ピューティング入
門1,2,3を理工学部情報科学科の学部学生70人 ～80人を中心に解 りやす く(少な くとも私
には)英 語で講義 し、私が逐次通訳をしま した。後に英語の講義の感 想 を期末試験の欄外
に書いて貰 うと、"解りやす くない"、"英語がなまってい る"、"先ず 日本語 で予備知識 を
付けてか らではない と無理"、"大変印象深かったが、英語の講義 は生まれて初めてで面食
らった"、"逐次通訳 が悪い"な どいろいろ意見があ りま したが、専門科 目を英語で講義 さ
れ るとど うなるのかが体験 出来た非 常に良い機会だ ったと思 います。
今で も、Mitra助教授 の講義 中、私の通訳 のタイ ミングに合わせ て、即妙なベ ンガル英
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語 で 威 風 堂 々 と講 義 した時 の 真剣 勝 負 は思 い 出 され ます 。 た だ 、 この 英語 の 講 義 が不 満 だ
った の か 、英 語 力 の な さを 実感 させ られ た お返 しか、私 の ゼ ミを希 望 す る3年 生 の数 が か
な り減 った の には 少 し落胆 しま した。
某 外 資 系 コ ン ピ ュ ー タメーカ1社 か ら、あか らさま に明治 大学 の理 科 系 の学 生 は実用 英 語
が 全 く駄 目で 困 っ て い る。 人材 的 に は採 用 した い が、 英語 力 の最 低 ライ ンを突破 で きな い
学 生 が か な りい る ら しい。
7Aに 入 っ て 情 報 科学科 で正 式 なDepartmentSeminarが行われ 、最終 日近 くには 、 さ
さや か なお 別 れ 会 が行 われ た。Mitra先生 の ご家 族 は 明治 大学 生 田ゲス トハ ウス を非 常 に
気 に入 って くれ ま した。
最 後 に この 滞 在 に お け る学術 的 な効果 を披 露 したい。 私 とMitra助教授 は講義 のな い 日
は、教務 委員 の2000年 カ リキュ ラ ム改 訂 とい う難 行 を こな しなが ら、時 間 を削 って討 論 し、
私 の もつ 情 報 を全 て彼 女 に共有 させ ま した。 その果 実 はな ん とIEEEの ニ ュー ラルネ ッ ト
ワー ク に 関す る論 文 誌 に、採 択 率10%の 中を見 事突破 して、一発 でConditionallyAcceptと
の第 一 報 を僅 か4ヶ 月 で編 集 長 のJacekM.Zurada教授 か ら頂 き、 それ をreviseしま し
た。 カ ル カ ッタ にFAXを 打つ こ と10回 以 上、FedEXで の最 新 論文 の送 付 な ど も4～5
回 に及 び ま した 。 参 考文 献 の数 は149編 、 レターサ イズ2段 組28頁 の超 大作 です 。
あ ま りに多 くの 修 正 、加 筆 要求 にMitra助教授 は少 し怒 って い ま したが 、私 とMitra助
教 授 は査 読 者 をほ ぼ割 り出 し、修 正 要 求 の真 意 を勘 酌 して修 正原 稿 を2ヶBで 完成 させ 、
最 終 的 に受 理 され ま した。
論 文 に興 味 を も た れ た先 生方 がお られ ま した ら、内線7475ま でお 電話 下 さい。共著 論文
は国 際 交 流基 金 の 大 き な業 績 にな る と確 信 して い ます 。 この 論文 の功績 に よ り、松瀬 理 工
学 部 長 は じめ 日本 人 の4名(内2名 はIEEEFellow)の推 薦 のお 陰 で、私 はIEEESenior
Memberに な れ ま した 。 この資格 を もっ会 員 は全 世界 でIEEE専 科 委 員 の僅 か約8%と の
こ とで す 。 次 は 、IEEEFellowか京 都 賞 を 目指 して精進 して い きた い と思 います 。 出版 情
報 は 以 下 の通 りで す 。
Mitra,S.andHayashi,Y,Neuro・FuzzyRuleGeneration:SurveyinSoftComputing
Framework,IEEETrans.OnNeuralNetworks,Vol.11,No.3(2000)
以 上 、 ご報 告 致 しま す と ともに 、多大 の 労 を と られ た国 際 交流 セ ン ター 、 理 工学部 事務
室 の 皆様 に重 ね て お 礼 申 し上 げ ます。
八 王子 自宅書 斎 にて
平 成12年2月26日
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